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要旨
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学習者のニーズ調査報告

峯正志・深川美帆注’

金沢大学で学ぶ留学生がどのような目的で日本語を学んでいるか，どのような日本

語教育を求めているかを明らかにするために，金沢大学に在籍する全ての留学生を対

象に日本語学習に関するアンケート調査を行った。その結果，来曰時点でさまざまな

日本語力の学習者がいること，本学で学ぶ留学生は日本人とコミュニケーションがで

きるようになることや日本や日本文化への興味関心から日本語を学んでいること，日

本語学習を希望する学生のうち，日本語の授業に出席するのが難しい主な理由は専門

の勉強との兼ね合いであること，留学生の背景によりできるようになりたいと考えて

いる口本語のスキルに特徴があることがわかった。これらの結果を参考にし，より学

習者のニーズに合った授業を提供できるよう，今後の総合日本語プログラムの改編を

進めていく。

I.はじめに

総合日本語プログラムは，金沢大学国際機構留学生センター瀧2が全学の留学生を対

象に行っている日本語教育プログラムである。プログラム開始時から17年近くが経過

したが，その間本学の留学生受入れ状況や，学習者の属性も変化してきており，提供

する日本語教育の内容を見直し，コース改編の必要性が高まっていた。本報告では，

なぜこのような改編をするに至ったかについての経緯を述べ，そして改編のための

基礎資料とするために行ったニーズ調査の概要および結果について述べる注3．
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II.ニーズ調杳の経緯

2．1総合日本語プログラム概要

総合日本語プログラムは,1998年秋学期に新規開講された日本語プログラムである。

この学期から金沢大学短期留学プログラム（略称KUSEP)が始まり，これに対応する

ため，従来開講されていたn本語補講を大きく改編したものがこの総合日本語プログ

ラムである。

それまでの金沢大学における日本語プログラムは，学習者の属性によりいくつかの

別のプログラムに分かれていた。つまり,(1)研究留学生の予備教育としての日本語プ

ログラム「日本語研修コース｣，(2)口本語補講としての「全学向けR本語補講｣，(3)学

部留学生のための共通教育科目「日本語B」の3つのプログラムである。新しく短期

プログラム生（以下KUSEP生と略す）を受け入れるに当たりどのようなプログラム

を開講するか検討したが，短期プログラムのための全く新しいプログラムを開講する

には人的および財政的な余裕がなかったため，従来のll本語補講を拡大発展させてい

くことで対応することとなった。このため，本来ならばプログラムごとにそれぞれの

学習目的やレベルに合ったコースをデザインするべきところを，結果として様々な

ニーズを持つ留学生が同じ教室で同じ内容の授業を受けるという，全く異なるニーズ

を持った学習者を同じ授業の中で抱えるプログラムになったのである縦4.

2010年度春学期からは金沢大学国際化戦略の一環として留学生数を大幅に増やすこ

とになったため推5，総合日本語プログラムは縮小路線から拡大路線に方向転換し，も

とから多様であった受講生が更に増加，多様化することになった。

現在，総合日本語プログラムでは,(l)日本語補講として受講する全学の留学生,(2)

学部留学生注6,(3)R本語･ll本文化研修プログラム生,(4)KUSEP生,(5)日本語研修

コース生，(6)日韓理工系学部留学生コース生，(7)セメスタープログラム生などを受け

入れている。(1)および(2)以外の学生は，総合口本語プログラムでの日本語学習が必修

となっている。またこれ以外にも，総合日本語プログラムでの学習が正規単位として

認められる各部局所属の短期交換留学生も受講している。学生の背景が多様であるだ

けでなく，受講が必修となっている学生がクラスに混在していることが更にプログラ

ムの運営を難しくしているのは上述の通りである。

2．2ニーズ調査の必要性

総合日本語プログラムは，上述のように1998年秋学期に開講され，これまでにクラ

ス編成や使用教材は副教材等については随時見直しがなされてきたが，主教材や授業
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の内容，進め方についてはプログラム開始当時からほとんど変わっていなかった。し

かしながら，本学の留学生受入れ状況や，学習者の属性も変化してきており，提供す

る日本語教育の内容を見直し，コース改編の必要性が高まっていた。

その1つが,2010年度からの留学生数増加である。従来lクラスは平均lO名強のク

ラスサイズであったものが20名を超えるクラスも出てきたため，クラス編成，授業内

容，進め方なども再考の必要が出てきた。また，来日時の学習者の日本語レベルもプ

ログラム開始時とは変わってきており，より学習者のレベルと学習目的に合った教育

が提供できるようにする必要に迫られていた池7．これらの理由から，改編は喫緊の課

題となっていた。

そこで2012年度より，中・上級の教材の見直しも含めた，コースの改編を開始する

ことにした。まずはコーディネーターと授業担当者の間で，代替の教科書案，および

コースの目標，コースシラバスなどの案を立てた。しかし，これはあくまで教える側

の視点に立ったものであり，真に学習者の求めている教育がどのようなものかを知る

手がかりが必要であった。そこで，学習者にアンケート調査を実施することにした。

その際現在受講している学生だけでなく，何らかの理由で今は受講してはいない学

生の意見も聞く必要があるのではないかと考え，全学の留学生を対象とした調査を行

うことにした。

以下の章で，そのアンケートの概要と結果を述べる。

Ⅲ、アンケート調査について

3．1アンケート調査の概要

アンケートは金沢大学に在籍する留学生（482名,2012年4月1日時点の数）を対象

に行った。アンケート用紙の配布数は482,回収数は246であり，回収率は51.04%で

あった。

アンケート調査紙面は日本語と英語を併記して作成し配布した。アンケートは2012

年7月上旬に配布し，7月下旬に回収した。

アンケートの構成は3つから成り,l)学習者についての質問（プロフイール),

2）総合日本語プログラムについて，3）口本語学習の目的･ニーズについて，である。

l)学習者についての質問では，属性に関する質問，渡日前の日本語学習歴，在籍期

間について質問し，本学で学ぶ留学生の一般的な情報を得ることを目的とした。2）総

合日本語プログラムについてでは，総合日本語プログラムの受講の有無をたずね，受

講したことがある学習者に対しては，履修した科目，出席状況，出席があまりできな
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い学習者にはその理由，総合日本語プログラムへの満足度をたずねた。受講したこと

が一度もない学習者については，受講しなかった理由，受講の意志，開講時間や開講

場所についての要望をたずねた。3）学習者の日本語学習の目的・ニーズについてで

は，日本語学習の主な目的と，話す・聞く，聞く，言く，読むなどの技能別にどのよ

うな場面で日本語の必要度が高いかをたずねた。また,総合日本語プログラムのeラー

ニングの利用状況とeラーニングで学びたいことについてたずねた。

回答方法は，質問に対してあてはまる項目を選んで回答する選択式を取った。プロ

グラムに対する満足度は6点法のリカートスケール法を取った。スキル別のH本語学

習のニーズについては「特にできるようになりたい」「できるようになりたい」「選択

しない」のいずれかから選んでもらった。そのばか，プログラムに対する意見や要望

などは記入式で回答してもらった。留学生からの記述式回答欄で特に言語の指定はし

なかったが，回答は英語または日本語で記入されていた。但し，このアンケート調査

に回答した留学生全員がすべての項目に回答したわけではない。したがって，回答者

数は質問によって異なっていること，回答者によっては一部だけ回答した場合がある

ことを断っておく。

表1所属別人数
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3．2アンケート調査結果

3．2．1回答者のブロフイール

本調査の回答者の所属は，表lのとおりである。所属を文系，理系，医薬系および

海外の協定校からの短期交換留学生（以下，「短期」と記す）別に見ると，理系の学生

が40％，医学系の学生が21%,文系が25%,短期交換留学生が15%を占めている。こ

れは実際の全学の留学生の割合を反映しているといえる。身分別でみると（図2），大

学院の正規生が全体の68％を占めており，続いて短期交換留学生，研究生などの非正

規生が23％，学類生が9パーセントと続く。年齢は20～25歳が100名,26～30歳が82

名,31～35歳が35,36～40歳が22名,40～45歳が6名であり,20代がその大半を占め

る。男性と女性が占める割合は男性が113名，女性が132名でほぼ同数である。出身国・

地域別で見ると（図3），最も多いのが中国で104名，次に東南アジアのベトナムが29

名，インドネシア25名，次に韓国が13名と続く。その他，ヨーロッパ(19名),中東

(5名)，北米（3名)，アフリカ（4名)，豪州，南米，太平洋州（各1名）からの学

生もおり，これもほぼ全学の留学生の割合に対応する。

金沢大学に来る前の日本語学習歴についてたずねたところ，日本語を全く勉強せず

に来日する人が59人，半年以下が57人，半年から1年が17人と半数近くを占める。一

方,1年以上国で勉強してから来日する学生も半数近くにのぼる。これについて，回答

者の所属分野別に見たのが図4である。これを見ると，理系，医薬系の学類・研究科

に所属する学生は日本語をほとんど学習せずに来日する学習者が多くを占める。一方，

文系の学類・研究科では2年以上の学習歴がある学生が半数を占めている。また，海
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外の協定校からの短期交換留学生は，既習歴のある学習者が大半を占め，ほとんどが

1年以上の学習歴を経て本学に留学している。これらのことから，本学には来日時点

で様々なレベルの学習者がいることがわかる。また，これからの在籍予定としては，

留学生センター所属の学生は半年以内と回答しているが，正規学生は1年～2年の在

籍予定と回答している学習者が多い。

3．2．2総合日本語プログラムについての回答

総合日本語プログラムの受講の有無についてたずねたところ，回答者246名中217名

(88.2％）が受講したことがあると回答している。このことからもわかるように，本調

査の回答者のほとんどは，総合日本語プログラムの受講歴がある学生であることを

断っておく。

3．2．2．1出席状況について

く受講歴がある学生について＞

受講歴がある学生のうち，今学期受講していると回答したのは135名であり，その出

席状況についてたずねたところ，「ほぼ毎回出席」が43.0％，「たいてい出席」が27.4％

と約70％にのぼり，「あまり出席していない」が13.3%,「ほとんど出席してない」が

14.0%,「登録はしたが一度も出席していない」が2.2%であった。「あまり出席してい

ない」「ほとんど出席していない」「登録したが一度も出席していない」は合わせて40

名いたが，その理由をたずねたところ，「専門の勉強で忙しくて日本語を勉強する時間

がなかった｣が30人，「専門の授業と日本語の授業の時間が重なって出られなかった｣が

9人と，専門の勉強が多忙であることを理由に挙げる学生がほとんどであった。その

他には，「レベルが合わない」「内容が合わない」がそれぞれ2人，その他が3人であっ

た。レベルと内容が合わないと回答した学習者の理由は，先学期までに最上級レベル

－50－

2



金沢大学総合ロ本語プログラムにおける学習者のニーズ調査報告（峯・深川）

のクラスをほぼすべて受講していることから，今学期はその学習者が学習したいと思

うクラスがなかったためと考えられる。もう1名は，先学期ビジネス曰本語を受講し

ていたが，今学期は就職活動のため出ることができなかったと回答している。その他

と回答した学習者の理由記述には,｢thelearningmethodistoofast,itisdifficultfOrme

tofbllowthelesson9」とあることから，総合初級クラスに登録したものの，コースの

学習進度についていくことができず，出席しなくなったと考えられる。

同様に過去の出席状況についてたずねたところ，「ほぼ毎回出席」が51.4%,「たい

てい出席」が34.6％と85.9％にのぼり，「あまり出席していない」がlO.3%,「ほとんど

出席してない」が3.2％，「登録はしたが一度も出席していない」が0.5％であった。「あ

まり出席していない」「ほとんど出席していない」「登録したが一度も出席していない」

は合わせて26名いたが，その理由をたずねたところ，「専門の勉強で忙しくて日本語を

勉強する時間がなかった」が21人，「専門の授業と日本語の授業の時間が重なって出ら

れなかった」がl4人と，専門の勉強が多忙であることを理由に挙げる学生がほとんど

であった。その他には，「レベルが合わない」が4人，「内容が合わない」が2人，そ

の他が1人であった。これらの結果から，日本語クラスに履修登録しながら，授業に

出席しない理由のほとんどは，専門が忙しく，日本語の授業に出ることができないた

めであることがわかった。

＜受講歴がない学生について＞

全学的には日本語の授業を履修したことがない学習者はもっと多くいるはずである

が,今回の調査では246人中29人と，ごく少数からしか回答を得ることができなかった。

しかしながら，普段聞くことができない貴重な意見として分析した。受講したことが

ないと回答した学生のうち23名が，日本語力の自己評価を「日本語で研究や勉強がで

きる（上級レベル)」と回答した学生であった。中級（日常生活一般のことが日本語で

できる）が9名，初級後半（身の回りの簡単なこはわかる）が5名，初級前半（あい

さつや簡単な表現がわかる）8名，ゼロ初級（日本語がまったくわからない）が2名

だった。

次に，受講しない理由（複数回答可）をたずねたところ，「日本語が不要」と答えた

のは2名のみ（理系2名，うち上級1名，ゼロ初級1名）であった。また，「日本語力

が十分にあるのでクラスをとる必要がなかったから」が6人（いずれも上級レベル）

であった。また，「総合日本語プログラムについての情報を知らなかったから」という

回答も5人あり，これはいずれも上級レベルの学習者であった。

受講しない理由として多かったのは，「専門の勉強で忙しくて日本語を勉強する時間

がないから」が最も多く23人，続いて「専門の授業と日本語の授業の時間が重なって
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履修できないから」がl7人であった。その他には，旧本語の授業をしている教室が遠

いから」が6人，「コースのレベルと白分のレベルが合わないから」が5人であった。

また，「総合日本語プログラム以外で学んでいるから」が3人あり，うち2人は週末に

地域の日本語教室で習っているとのことだった。

以上のことから，これまでに受講したことのない学生においても，日本語の授業を

履修しない一番の理由は，専門の研究や授業との兼ね合いで日本語学習に時間を割け

ないことであることがわかった。

3．2．2．2受講目的･満足度

総合日本語プログラムを受講したことがある学生217名に対して，受講する目的（複

数回答可）についてたずねたところ，「日本語がもっと上手になりたいから」がl72人

と最も多く，これはどの所属グループの学習者においても圧倒的に多かった。次に，

｢|ﾖ分の今の日本語力を維持したいから」67人，「単位取得のために必要だから」が51

人，「留学生と友だちになりたいから」が47人、その他が23人であり，回答者が日本語

科目を履修する最も大きな理由は日本語力の向上であることがわかった。その他と回

答した学習者の、具体的な目的（記述回答，任意）には，「日本で就職したいと考えて

いるため」（3人)，旧常生活に必要なため」（3人)，「子どもの保育園や小学校の先

生とコミュニケーションをするため」(l人),｢R本人を理解するため，日本人と友達

になるため」（2人）といった回答があった。

次に，総合日本語プログラムに対する満足度について，6点法のリカートスケール法

でたずねたところ，「6：とても満足している」が41人,｢5:満足している」が100

人，「4：どちらかといえば満足している」が62人と，全体の93.6％が総合日本語プロ

グラムに対して満足していることがわかった。満足／不満足の理由をたずねたところ，

「6：とても満足している」「5：満足している」「4：どちらかといえば満足してい

る」は，「授業の内容」「教師の教え方」「教科書の内容」「クラスの人数」「週あたりの

授業回数」「開講時間」「開講場所」と，選択肢のすべてが理由として関係があると回

答していた。一方，「3：どちらかといえば満足していない」「2：満足していない」

「l:全く満足していない」と回答した学習者は合わせて14名だったが，不満足の理由

としては，開講場所や開講時間，週当たりの授業時間よりも，授業の内容や教科書の

内容が不満足の理由により関係があるという傾向が見られた。

3．2．3日本語学習の目的

本学で学ぶ留学生が日本語を学習する目的はなにかを明らかにするために，回答者

全員に対して日本語学習の目的についてたずねた。次頁表2にある8項目のうち重要

なものから順に1番目から5番目まで順位を付けて選んでもらい，順位の高いものか

－52－
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表2日本語学習の目的（文理医短別）

ANOVA **p<0.01

ら5,4,3,2,1,0点(0点は選択なし）として集計し，それぞれの項目の平均値を

出した。

この結果から，日本語学習の目的は，学内，学外の人とのコミュニケーションと日

本社会や日本語,日本文化への興味が主な目的であることがわかる。文理医短のグルー

プ別にみると，理系は全体的傾向と同様に学内,学外の人と日本語でコミュニケーショ

ンのためと，日本社会や日本語，日本文化への興味が高い。文系は，全体的傾向の2

つに加え，大学の研究や勉強で周囲の人とコミュニケーションをするためが高い。医

薬系は日本社会や日本語，日本文化への興味が高く，次が大学の研究や勉強で周囲の

人とコミュニケーションをするためが高い。さらに，文理医短のグループ間で有意な

差があるかを分析した結果，「日本人とコミユニケーションをするため」について，文

系と医薬系の問で有意な差が認が認められた。短期は，日常生活のためが最も高く，

続いて学内，学外の人とのコミュニケーション，次に日本社会や日本語，日本文化へ

の興味が高い。

3．2．2．3技能別ニーズおよび学習目標

次に，日本語を使ってどんなことができるようになりたいと思っているか，学習者

の日本語学習のニーズを知るため，本学の留学生が大学生活を送る上で必要と思われ

－53－

全体

N=246

文系

N=59

理系

N=98

医薬系

N=52

短期

N=35

日常生活（買い物，手続きなど）の
ため

平均

SD

1.87

1.69

1.85

1.89

1.76

1.41

1.69

1.62

2.49

2.05

日本人（友だちや学外の人とコミュ
ニケーションをするため）

平均

SD

2.36

1.58

2.92

1.85

2.32

1.32

1.87

1.59

2.20

1.49

★★

大学の研究や勉強で先生や学生と．

ミュニケーションをする上で必要

平均

SD

2.07

1.52

2.24

1.30

2.00

1.44

2.00

1.72

2.14

1.83

大学で勉強や研究をするのに必要だ
から

平均

SD

１
１
７
７
●
●

１
１

1.72

1.38

1.97

1.90

1.39

1.74

1.37

1.57

単位を取るために必要だから
平均

SD

0.96

1.69

0.88

1.60

0.84

1.73

1.19

1.62

1.14

1.88

大学卒業後に日本語を使って仕事や
研究をするときに必要だから

平均

SD

1.35

1.70

1.71

1.55

1.13

1.70

1.14

1.79

1.63

1.75

日本社会や日本語，日本文化に興味
があるから

平均

SD

2.20

1.83

2.29

1.97

2.22

1.81

2.23

1.77

2.09

1.74

特に目的はな↓ ）
平均

SD

0.39

1.27

0.09

0.54

0.54

1.48

0.58

1.56

0.23

0.97
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表3日本語でできるようになりたいこと（技能別）

－54－

文系(N=59) 理系(N=98) 医薬系(N=52) 短期留学生(N=35)

な
り
た
い

特
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い

で
き
る
よ
う
に

選
択
な
し

な
り
た
い

特
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い

で
き
る
よ
う
に

選
択
な
し

な
り
た
い

特
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い

で
き
る
よ
う
に

選
択
な
し

な
り
た
い

特
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い

で
き
る
よ
う
に

選
択
な
し

技
能 場面 2 1 0 2 1 0 2 1 0 2 1 0

話
す
・
聞
く

日常生活をする（買い物など）

WA1ｱﾙｲﾄ知A#群M畑ﾎA鮒

牌のｸﾗｽﾒｲﾄ柵潅畔牡謝

大学の事務員と話す

指導教官と話す

ゼミで話し合いをする

学会などで発表する

その他

5

21

14

4

24

31

24

0

39

28

31

33

26

22

13

0

15

10

14

22

9

6

22

59

25

33

44

26

32

23

24

4

49

46

39

36

33

45

31

0

24

19

15

36

33

30

43

94

9

17

22

11

13

16

10

0

28

22

18

19

20

11

16

0

15

13

12

22

19

25

26

52

5

21

13

2

5

13

14

2

24

11

16

25

18

15

6

1

6

3

6

8

l2

7

15

32

聞
く

講義を聞いて理解する

鰈や灘で姓0桁鯛いて剛する

ゼミや演習で発表を聞いて理解する

学会などで発表を聞いて理解する

日棉のﾃﾚや映画蜆て聯する

その他

21

23

24

18

18

0

31

30

25

27

27

3

7

6

10

14

14

0

26

34

39

26

22

2

37

39

36

35

43

1

35

25

23

37

33

0

13

20

18

l4

13

0

18

11

18

15

21

0

21

21

l6

23

18

0

16

12

12

10

21

1

14

16

10

1O

12

0

5

7

13

15

2

0

垂
日
ノ
、

日常生活に必要な書類を書く

大学生活に必要な書類を書く

手紙やeメールを書く

授業の課題やノートを書く

研究論文を書く

発表のレジュメ資料を書く

学会のﾚゼﾝﾃー ｼｮﾝ鯏嬉く

その他

14

15

11

11

35

22

20

2

31

34

27

34

18

25

21

0

14

10

21

13

5

11

17

0

23

16

20

9

18

15

16

0

49

50

38

28

18

18

21

0

26

32

40

55

62

65

61

0

18

13

7

4

6

8

8

0

20

13

17

14

15

11

14

0

14

26

28

33

31

33

30

0

13

13

17

10

10

3

5

0

16

13

14

20

11

13

12

0

6

9

4

6

14

19

18

0

読
む

日常生活に腰媒内や書蠅紬

大学蝿に必要な郭や舗擶む

メールを読む

織で姓が薊噌いたことを論

鰈のﾃｷｽﾄや配綻拡鯏を論

専門の論文や本を読む

日本語の本（一般害）を読む

Hﾎ和ｳｪｻｲﾄ(ﾆｭー ｽ棚蜆6

その他

1l

9

12

l1

14

35

23

1O

0

33

35

30

27

28

19

25

32

2

15

15

17

21

17

5

11

17

0

34

31

30

20

23

21

12

13

1

44

43

34

27

27

29

39

34

2

20

24

34

51

48

48

47

51

0

21

11

12

9

1O

1l

6

弓

／

0

20

21

18

12

13

13

21

16

0

11

20

22

31

29

28

25

29

0

15

11

16

9

12

l1

23

16

0

13

14

14

15

15

1O

1O

12

0

7

10

5

11

8

14

2

7

0



碓沢大学総合日本語プログラムにおける学習者のニーズ調査報告（筆・深川）

日常生活をする(買い物など）る行動を4技能に分けて提示し，そ

の中から，「日本語で特にできるよ

うになりたいこと」「日本語ででき

るようになりたいこと」を複数回答

で選んでもらった。「特にできるよ

うになりたいこと」を2，「できる

ようになりたいこと」をl,選択な

しをOとして集計した結果が表3

である。

この結果から，どのグループにお

いてもできるようになりたいと選

んだ項目が多かったものは，大学内

外の自分の身近な人々と聞いたり

話したりのやりとりができるよう

になることであった。また，日常生

活において必要な案内や書類を読

んだり書いたりすることもすべて

の所属の学生に必要とされている

ことがわかった。特に，「授業や実

験で先生の指示を聞いて理解する」

｢ゼミや演習で発表を聞いて理解す

る」といった項目についても，いず

れの所属の学生も選択しており，必

要と感じていることがわかった。日

本語による授業が多い文系や短期

プログラムの学生はもちろん，研究

指導などは英語で主に行われてい

るとされている理系，医薬系の学生

にとっても,研究室や授業ゼミで

は日本語が理解できるようになり

たいと考える学生が多いことが明

らかになった。

次に，所属別に見ていくと，文系

5……‐…I6

5…15

短期

文系

理系

医薬系

2 5…萱…24

9一蕊慧蕊蕊蕊叢雲蕊慧謝15

日常生活に必要な案内や書類を読む

15蕊蕊蕊鑿篝鑿蕊蕊蕊蕊蕊71；短期

文系

理系

医薬系

1

1 1－一15

…_………_一斗2034
咽
４
Ｎ
団
弔
‐

2 1……11

近所の人、アルバイト先の人など、大学以外で日本人と話す

短期

文系

理系

医薬系

》

》

》

１
－
一
・
一

２
千

＝ミ惑

底…薊亙罵］

|19，

13…一『

里
一
塁
一
刀

大学のクラスメイトや研究室の学生と話す

13－－坦一……‐騨裁残差Z宝蕊愈蕊_l1垂…＝短期

_…__'4－…」14文系

理系

医薬系

§44

F蚕豆§:鋒?r$豆，ー22

指導教員と話す

短期

文系

理系

薬系

5 12

９

》
調

４
。

２

－
２
。
３

'3－_…蕊蕊蕊謹謹慧蕊蕊謹蕊’9医

ゼミで話し合いをする

●
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
‐
‐
２
‐
訂
，
！
…
！

。
、
６
－

７
『
・一

犯》

１３

３１

３２

短期

文系

理系

薬系医 16蕊蕊蕊蔦蕊毒蕊 25

講義を聞いて理解する

短期

文系

理系

医薬系

荻:ﾐﾐ≠:.§灘■■■ﾖ■■’零灘・､､、

談:溌簿一・謎…:一

篝35

..................．う．,...．．..........i
エュ

》

州

一
一

６１

１２

正
廻
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は､H本語による授業や研究指導が

行われていることから，必要とされ

るスキルとしては，上述の項目に加

え，「講義を聞いて理解する」「ゼミ

で話し合いをする」「指導教官と話

す」など，研究や学習を行う場面に

おいて日本語でのやりとりができ

るようになりたいと思っているこ

とがわかった。特に，「研究論文を

書く」「専門の論文や本を読む」「発

表のレジュメ資料を書く」といった

スキルは他の所属の学生に比べて

も際立って高くまた必要度も高い

ことがわかった。理系･医薬系では，

文系や短期留学生のように際立っ

て必要度が高い行動はないが，「授

業や実験で先生の指示を聞いて理

解する」「ゼミや演習で発表を聞い

て理解する」「日常生活に必要な案

内や書類を読む」といった項目の必

要度が比較的高かった。中でも理系

では「大学のクラスメイトや研究室

の学生と話す」という項目が他の所

属と比べて高く，研究室内で日本語

でのコミュニケーションの必要性

を感じていることがわかった。

短期留学生は，所属するプログラ

ムのカリキュラムの性質上，日本

語の授業が必修になっているこ

と，また選択科目にも日本語によ

る授業が多いことから，講義を理

解する，教師の指示がわかる，授

業の課題やノートを書く，といつ

研究論文を書く

短期

文系

理系

医薬系

10岬譽“

一

Ａ１
壬

rー一＝

i5：L_________‐‐勘
35

1 8鐸… 計2

6霞慧蕊蕊蕊蕊蕊慧慧蕊蕊蕊 司令

.』

発表のレジュメ資料を書く

短期

文系

理系

医薬系

13…蕊… 19

2 2…’1

115… 串
３
１
、
奈
句
１
１
４

18謹蕊蕊蕊鳶篝鐵 ３3

専門の論文や本を読む

短期

文系

理系

医薬系

》
５

一
一
三

一
可
》

■14

…麹

11

狐
一
一
画

鎚
一
順 ｉ

一

授業や実験で先生の指示を雛いて理解する

短期

文系

1 12-７

一蕊譲溌藷…Iz3

理系｜
医薬系’

蓮…皇塞裂室f■■

蕊毒謹鍔＝ 21

型
一
一
ｍ

ｉ
・
・
・
・
一
『
二

一
一
一

蕊
一
一
《

メールを読む

短期

文系

理系

医薬系

… 鷲5116

12－－17…_……！

30…恥34

’12蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵調 璽
一

一

手紙やeメールを書く

期
系
系
系

短
文
理
薬医

宝駐蕊て農迩訂をざ再蕊患麺ﾕ7

’11蕊篝議蕊蕊蕊§謹蕊篝謹謹一~~……五

|一20議蕊簔蕊蕊§篝篝議 ：40

’7蕊篝蕊謹慧蕊蕊篝蕊 28
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た教室場面で必要とされている日：------
日本語の本(一般書)を読む

本語の技能が高い。それに加えて特I
,,『",,,‐‐‐‘、『，，，→－－－－←、．_､＝‘I短期I…______23_____--ご弓…

徴的なのは，「日本語のテレビや映：墓
画を見て理解する」｢手紙やeメール；理系

を書く」旧本語の本（一般書）を畠医薬系

23蕊蕊謹蕊蕊蕊蕊§蕊蕊蕊－11_…_I

12蕊篝謹蕊謹蕊議蕊篝蕊…__‐__…47

6…鳶…
可r

竺．

読む」「メールを読む」「日本語の

日本語のウェブサイト(ニュースなど)を見る
ウェブサイト（ニュースなど）を見；

1

1

る」といった,H本語でのコミュニI短期

ｹーｼﾖﾝや,日本につ‘'ての一般茎
的な興味関心を満たすために必要I医薬系

i6…~…~‐………71

10-17!

13篝蕊篝蕊謹議蕊篝謹……‐51

7 ……29

な日本語力を4技能にわたって必－－－

要としていることが明らかになっ；日本語のﾃﾚビや映画を見て理解する

た。↓短期z’…r…州麺

以上のことから、文系，理･医系，；文系’8…’41
i理系|22r-蕊議蕊蕊慧蕊蕊鍵蕊認■…一翌………_｜

短期留学生の間には,大きな点では｜医薬系，13‐_…－－－－海一一冊
共通する項目も多い中，それぞれの’－－

背景により異なるニーズがあるこ

とがわかった。文系の学生では，研究や学習場面において「書く」「読む」といったス

キルの習得への希望が特に高いことが本調査でも改めて示された。理系・医薬系の学

生にとっては，研究室内でのコミュニケーションで必要な日本語，および，日常生活

を一人でも遂行できるようになるための日本語，また，短期留学生は他の正規学生に

比べ，日本人とのコミュニケーションに関するスキルや日本理解のための受容に必要

な日本語スキルの習得への希望が特に高いことが明らかになった。

Ⅳ．まとめと今後の展望

以上，全学アンケート調査の結果から，本学の留学生のプロフィール，および彼ら

の日本語学習の目的やニーズについて考察した。これらのことをまとめると，以下の

ことが言える。

1）来日時点での日本語レベル

理系の学生には日本語を学ばずに来る学生が多く，文系と短期留学生の多くは既に

日本語を学び中級，上級になってから来日する学生が多いことがわかった。

F弓
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2）総合日本語プログラムの履修状況とブログラムヘの満足度

受講している多くの学生が現在のプログラムに満足しているが，専門で忙しい学生

は受講が難しい。同様に，現在受講していない学生や過去に受講した経験のない学生

は，日本語を学びたいという希望はあるものの，専門が忙しくて思うように受講でき

ないことがわかった。

3）日本語学習の目的

本学で学ぶ学生の主な目的としては，周囲の人間とのコミュニケーションができる

ようになること，日本や日本社会への理解のためにH本語を学びたいと考えているこ

とがわかった。また，学習者の属性によって，「1本語でできるようになりたいことに

特徴があることがわかった。理系・医薬系では，日常生活に必要な日本語と，特に研

究や学習場面において日本語によるコミュニケーションができるようになることを望

んでいることがわかった。また，文系では，特に大学の授業や研究においてはU本語

が中心であり，特にアカデミック場面での日本語のスキルが4技能にわたって必要で

あることがわかった。短期留学生は大学内外の人々とのコミュニケーション，そして

口本社会や日本文化理解のために4技能にわたる日本語能力を高めたいと考えている

ことがわかった。

以上の結果を踏まえ,今後,総合日本語プログラムをより学生の実情とニーズに合っ

たものにしていくには，以下の方策が考えられる。

一つは，専門で忙しい学生がR本語学習できるようにするための環境づくりである。

そのためには従来提供してきたクラスの週当たりの開講コマ数や開講時限を見直すこ

とや専門が忙しい学生でも履修可能なクラスのデザインが必要である。これについて

は，総合日本語プログラムでは、2012年度秋学期から，専門が忙しい理工系学習者の

ための初級日本語クラスを理工系の建物内で開講している。現在5期目を終えたとこ

ろであるが，毎学期授業内容を見直しながら改良を重ねているところで，次第に従来

の初級クラスの授業回数や進度に合わない学習者にとって適したカリキュラムができ

つつある。しかしながら，実際には専門を優先するために学習が続けられない学生も

まだまだ少なくないことから，専門分野の教員へもH本語学習の必要性を理解しても

らい，学生がR本において円滑に学業と生活を行える環境を両者で連携して築いてい

く必要があると思われる。また，専門で忙しい学生が授業に出て日本語を学ぶ以外の

方法として9eラーニングの有効な活用なども考えられる。総合日本語プログラムで

は2011年春学期から，日本語科目受講生向けのインターネットを利用したコースマ

ネージメントシステム「e-IJLP」を開設し，教材の配布や宿題の提出，添削などを行っ

ているが，今後はこのシステムを活用し，授業に来られない学生のために自学自習を

－58－
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のクラスでは，人数の面でもレベル設定の面でもこれまでの枠組みでは収容しきれなくなってきてい

た。

｢留学生センター等」には，留学生センター所属の短期留学プログラム生(KUSEP,U研，日本語研修

コース，セメスタープログラム）に加え，部局所属の短期留学プログラム生（一般短期および各部局の

半年から1年の短期留学プログラム）も含めた。
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